
区風グランド
ゴルフ大会

◆と き 11月 4日 (日 )

午前 9時集合 9時 30分～プレー開始

◆ところ 伊祖公園
当日の飲み物、弁当などは自治会で準備 します。例

年通り、参加賞も多彩に準備中。健康づくり、お互い

の親睦交流を深める機会でもあります。
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緊
急
避
難
場
所
の
タ
ケ
ー
ヌ
シ
ー
。
約
１
５
　
０

人
の
参
加
で
上
の
広
場
か
ら
あ
ふ
れ
る
ほ
　
　
ど
。

集
落
が
は
る
か
下
に
見
え
、
低
地
を
実
感
。

福
祉
協
議
会
、
消
防
、
警
察
、
市
民
大
学

な
ど
か
ら
総
勢
３
０
名
以
上
が
運
営
協
力

に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
実
り
多
い
避
難
訓

練
と
な

っ
た
最
大
の
要
素
で
す
。
創
価
学

会
文
化
会
館
は
避
難
先
と
し
て
の
協
力
だ

け
で
は
な
く
、
会
館
に
所
属
す
る
十
数
名

の
ス
タ
ン
フ
が
誘
導
や
炊
き
出
し
、
消
防

訓
練
を
含
む
会
場
の
提
供
、
ス
ム
ー
ズ
な

運
営
を
全
面
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
き
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
関
係
各
位
に
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

自
治
会
で
は

若
手
か
ら
中
堅

世
代
ま
で
、
避

難
誘
導

の
重
要

な
役
割
を
担

っ

て
も
ら
い
ま
し

た
。

い
ざ
と
い

う
と
き
の
最
も

頼
り
と
な
る
世
代
で
す
。
こ
う
し
た
世
代

の
参
加
は
今
後
の

「自
主
防
災
組
織
」
づ

く
り
、
日
常
的
な
自
治
会
活
動
強
化
に
向

け
た
組
織
再
編
論
議
で
、
ぜ
ひ
と
も
継
承

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

「緊
急
避
難
場
所
」
と
し
て

「
タ
ケ
ー

ヌ
シ
ー
」
は

適

し
て
い
る

だ
ろ
う

か
？

避
難
時

に
後

方

フ

エ
ン
ス

の
開
放

は
可

能
か
？
夜
間

利
用
は
？

―
な
ど
、
会

場

で
行

っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
も
多
く
の
区
民
か
ら
課
題
点
と
し

秋
の
花
木
植
え

１
１
月

１
８
日

（日
）

公
民
館
周
辺
、
イ
バ
ノ
正
門
前
花
壇
、

上
港
川
緑
地
公
園
花
壇
な
ど
で
行
い
ま
す
。

午
前

１
０
時
作
業
開
始
。
植
え
付
け
前

の
土
作
り
作
業
に
も
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

て
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
役
員
会
で

論
議
を
深
め
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
、
詳
細
は
次
回
号
以
降

で

お
伝
え
し
ま
す
。

（写
真
＝
上
段
右
は
高
齢
者
の
手
を
引
き
坂

を
上
が
る
高
校
生
。
上
段
左
は
車
イ
ス
で
も

坂
の
移
動
が
可
能
か
試
み
ま
し
た
）

２
０
０
人
余
の区
民
参
加

地
域
初
の
津
波
避
難
訓
練

準
備
期
間
が
短
く
、
不
安

の
多
い
取
り

組
み
で
し
た
が
、
関
係
者
の
予
想
を
進
か

に
上
回
る
多
く
の
区
民
が
参
加
、
多
く
の

面
で
成
果
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
所
管
の

中
央
公
民
館
ス
タ
ッ
フ
、
実
行
委
員
会
を

構
成
し
た
浦
添
市
防
災
対
策
室
や
市
社
会

う
ｒ
り
で
§

～
と
き
ど
書
出
誘
～

２
１
日
の
津
波
避
難
訓
練
は
、
３
０

代
～
５
０
代
の
中
堅
世
代
が
区
民
誘
導

の
核
に
な

っ
て
役
割
を
果
た
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
高
校
生
世
代
が

坂
入
口
で
お
年
寄
り
や
幼
児
の
手
を
取

り
、
誘
導
案
内
を
手
伝

っ
て
い
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
平
安
山

健
人
君
、
銘
苅
悠
人
君
、
大
城
佑
也
君
、

又
吉
真
希
君
ら
。

彼
ら
は
小
学
生
の
頃
か
ら
公
民
館
で

の
諸
活
動
で
育
ち
、
毎
年
の
区
民
行
事

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
高

校
進
学
後
は
そ
れ
ぞ
れ
歩
む
道
が
異
な

つ
た
た
め
、
４
人
が
揃
う
の
は
久
し
振

り
。
訓
練
終
了
後
夕
方
近
く
ま
で
公
民

館
で
遊
び
、
再
会
を
楽
し
む
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

実
は
彼
ら
の
こ
の
光
景
こ
そ
、
現
在

の
自
治
会
活
動
が
目
指
し
て
い
る
も
の

で
す
。
地
域
に
親
し
み
、　
一
緒
に
住
み

あ

っ
て
い
る
事
を
喜
ぶ
。
災
害
時
に
求

め
ら
れ
る

「絆
」
の
原
点
、
長
じ
て
は

「ふ
る
さ
と
」
に
も
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
。
彼
ら
に
続
く
、
子
ど
も
達
の
育

成
に
地
域
社
会
の
将
来
的
な
発
展

へ
の

展
望
が
あ
る
―
と
信
じ
て
い
ま
す




